
（別紙３）

～
令和8年　2月　20日

（対象者数） 25名 （回答者数） 19名

～
令和8年　2月　20日

（対象者数） 8名 （回答者数） 8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 ・現在の状況を維持していく。

2

・表現活動（絵画，造形，音楽，ダンス等）の充実を図って

いく。

・子どもたちのやりたいことを汲み取り、さらに活動の充実

を図っていく。

3
・入所施設と合同での活動プログラムや、就労に繋がるプロ

グラムを取り入れることで自立活動の充実を図っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
・保護者のご意見を取り入れながら、面談の形や日程を調整

していき、柔軟に面談の機会を設定していく。

2
・保護者のご意見も取り入れながら、保護者同士の交流、

きょうだい同士の交流の機会を提供を立案していく。

3
・マチコミを通して、常に各マニュアルが見れるように周知

を行っていく。

利用児やご家族の状況にあわせて通所サービスを利用できる。

・日曜日や長期休暇のみの利用や延長、日中一時支援を組み合

わせ、ニーズに合った利用ができるようにしている。

・入所施設とも連携をして、短期入所サービスを併用できるよ

うにしている。

○事業所名 ひぬまきっず

○保護者評価実施期間 令和8年　1月　19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和8年　1月　19日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年　3月　20日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

・通所を楽しみにしている利用児が多い。

・好きなこと、得意なこと等、楽しい活動を通して成長してい

けるように活動内容やプログラムを組み立てている。

・子どもたちと一緒に活動会議をすることで、意思決定支援も

取り入れている。

・法人内の他の事業所と連携して、将来に向けての自立活動を

取り入れている。

・成人事業所の見学などを通して卒業後の生活を知ることがで

きる。

・長期休暇時に成人事業所での体験活動を取り入れている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等の保護者への周知・説明が十分で

はなかった

・事業所では各マニュアルが作成されているも、説明が契約時

のみとなっており、その後の周知ができていなかった

・面談の機会が少ない。

・送迎時のやり取りで日々の生活状況の報告を行い、保護者と

のコミュニケーションを取っていた。

・療育の現場に人員を優先していた。

・保護者同士の交流や、きょうだい同士の交流の機会やイベン

トの開催が少ない。

・保護者への個別の相談は対応しており、職員と保護者が交流

する機会はあるが、保護者同士の交流の機会の提供までは至っ

ていなかった。

・きょうだいへ同士の交流や支援など、きょうだいに対しての

取り組みは、相談にとどまった。

事業所における自己評価総括表(放課後等デイサービス)公表


